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今回は、
「婚活」についてです。

婚活アドバイザー　平澤いづみ
長野県駒ケ根市運営結婚相談所所属（平成29年～令和3年3月）
在籍時には、所長・婚活アドバイザーを担当。
「婚活しない婚活塾」主宰
お見合い回数270回、成功数3年で40組、結婚相談歴7年

紹 介

 ❶ 婚活とは…
井　上
平澤さんが、“出会い”のサポートをする上で
心掛けていることを教えてください。

平　澤
サポートする上で心がけていることは、目の前にい
る方が心の奥から望んでいる”幸せ”とは何か？という
ところを意識してサポートさせていただいています。
結婚は素晴らしいことですが、結婚できたらイコール
幸せには結びつきません。今1人でいても幸せと思え
るからこそ、結婚生活も良いものになると思うので、
そのようなサポートを心掛けています。

 ❷ 婚活って恥ずかしい…
井　上
“婚活って恥ずかしい”って思っている人も
少なくないと思うんです…。

平　澤
婚活はたくさんの人と出会い、関わるため、自分の
身だしなみ、心、振る舞い、言動、コミュニケーション
力などを整え自分を向上させるためのチャンスがた
くさんあります。

婚活のおはなし 2

　■日時：2月18日（日）　①10：00　②11：00　③13：00　④14：00　⑤15：00
　■場所：四万十町農村環境改善センター　第1会議室（オンライン可）
　■相談時間：１組：４５分
　■相談方法：平澤アドバイザーはオンラインでの相談となります。　
　■その他：お申込は、メールまたは電話でお問い合わせください。
　　　　　  （応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。）
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【お問い合わせ先】四万十町出会い応援センター　てとてと
　　：tetoteto@shimanto.tv
　☎0９0-５４０５-１０１０（平日 10時～18時） 担当：井上義之

四万十町出会い応援センター　センター長　井上です。
よく聞くご相談などについてアドバイザーや専門家の方などにお話を聞いて、
お伝えしていければと思います。

センター長 井上

その経験が交際、結婚と進む中で必ず役立つとき
が来ます。だから、婚活は『自分活』だと思います。婚
活はやったもん勝ち(笑)もう、婚活が恥ずかしい時代
は終わり！明るく堂 と々自分活だよ！！と活動してもら
えたら嬉しいです。

❸ アドバイス
井　上
最後に、四万十町で、出会いを求めている方
へのアドバイスをお願いします！

平　澤
“てとてと”は四万十町出会い応援センターに関わ
る人達の人生が心の奥底から幸せであること、その
サポートがしたい！！という井上センター長の思いの
下、運営されています。スタッフの皆さん、サポーター
の皆さんも同じ思いのためアットホームで温かい！！
「ただ結婚するためだけの活動」ではなく登録され
た方の人生、未来までを考えた「自分活」のサポート
がある四万十町出会い応援センター“てとてと”で
す。安心して登録、ご相談くださいませ。

井　上
平澤さん、ありがとうございました。
次回は、事例紹介をさせていただきます。

【お問い合わせ先】
　環境水道課　☎22-3119
　大正地域振興局 町民生活課　☎27-0112
　十和地域振興局 町民生活課　☎28-5112
　窪川警察署　☎22-0110
　（不法投棄を警察に通報する場合）

不法投棄を発見したら！！
　①発見日時②発見場所③不法投棄者の特徴④車
種・車両ナンバー⑤投棄物の内容などをわかる範囲
でご確認いただき、警察へ連絡してください。※危
険ですので、不法投棄者に対して1人で近づき注意
をしないでください。

不法投棄防止の看板設置について
　不法投棄がひどい場所には、看板の設置を行い、
啓発に努めています。看板は、要望があった区長にも
お渡ししています。

ごみの不法投棄について

無許可の不用品回収業者に注意 !

私有地への不法投棄について
　私有地への不法投棄に関して、不法投棄した者が
判明しない場合は、個人財産（土地）に対して自治体
が経費（税金）を投じることはできませんので、土地
所有者（管理者）がその撤去費用などを負担しなけ
ればなりません。所有地の様子を定期的に確認し、
不法投棄の未然防止のために、適切な維持管理を
行いましょう。

※家電リサイクル法対象製品（テレビ、冷蔵庫・冷凍
庫、洗濯機・衣類乾燥機、エアコン）は、指定の業
者・家電小売店にリサイクル料を支払って処分して
ください。

　不用品の回収業者の中には、無許可の業者がいる場合もあります。
巡回中の軽トラックやチラシ、インターネットの広告を見て安易に処
理を依頼すると、思わぬトラブルや不法投棄、不適正処理の原因に
なります。ご注意ください。

　山林や川、道路脇の待避所や交通量の少ない道路脇などへのごみの不法投棄が後を絶ち
ません。空き缶やペットボトル、弁当ごみなどのポイ捨て、農業用ビニールや畔トタンが川に流れていたり、わ
ざわざ運んできた粗大ごみの放置。全て不法投棄です。不法投棄は「廃棄物の処理および清掃に関する法
律」違反となり、違反者には、5年以下の懲役もしくは、1,000万円（法人は3億円）以下の罰金、場合
によっては、両方が科せられます。何気なく捨てている行為は、重大な犯罪行為です。町内でも、警察によ
る検挙により、家庭ごみの不法投棄で罰金刑などが科せられています。
　町では巡回パトロールなどで防止に努めていますが、「きれいなまち」「住みやすいまち」を目指し、不法投
棄は「しない」「させない」をモットーに町民全員で不法投棄の防止に取り組みましょう。

事例❶ 事例❷

　「不用になった家電品を無料で処分する」
と拡声器で呼びかける軽トラックが通ったの
で処分を頼んだら、無料のはずが高額な処
分費用を請求された。

　「不用品を何でも買い取る」という電話が
あり、不用な衣類の買い取りをお願いしたら、
訪れた際に衣類以外のアクセサリーなど貴
金属を出すように求められた。

「個別相談会」のご案内
平澤アドバイザーと直接お話しできる「個別相談会」を下記の日程で開催します。
どんな相談でもOK！婚活で生かせる自分の魅力を発掘。
婚活経験豊富なアドバイザーに相談できるチャンス！
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